
 

 

 

 

 
 

「ウィズコロナ」の学校生活 
 

令和５年度 山形県立楯岡特別支援学校 

校長室だより   

 

令和５年６月８日（木） 

No.２ 

校長：沓澤 聖 

 新型コロナウイルス感染症の５類移行から約 1か月。楯岡校では運動会以降

に感染者が増え、学級や学年・学部閉鎖を余儀なくされましたが、現在はほぼ

落ち着いて、子供たちは元気に学習に取り組んでいます。感染拡大防止の措置

だったとはいえ、急な対応で御迷惑をお掛けし、大変申し訳ありませんでした。 

今回のことで、５類に移行しても感染そのものが収まったわけではないこと

を痛感するとともに、「アフターコロナ」で様々な制限緩和を進めるだけでな

く、まだまだ「ウィズコロナ」の意識をもって基本的感染対策の徹底を図って

いかなくてはならないことを改めて確認したところです。 

 そのような中ですが、子供たちは新緑のさわやかな季節の中で、様々な学習

に取り組み、よい表情をたくさん見せてくれました。 

これからも、「元気、チャレンジ、仲間」の姿が学校いっぱいに広がるよう、

丁寧な指導・支援に努めていきますので、御理解と御協力をよろしくお願いい

たします。 

大江校 中学部 

スポーツ大会 リレー 

寒河江校 つるり里芋の苗植え 

秋の芋煮会が楽しみです 

大江校 高等部 

左沢高と花植え交流 

楯岡校 小学部 

  運動会 がんばってはしったよ！ 

楯岡校 高等部 

     運動会  白熱のリレー 

楯岡校 中学部 

生活単元学習 大きくなあれ 


